お手入れ 


ご使用のたびにお手入れしてください。 

トッププレート、プレートワク、操作部は巧れを放置したり、ちれたまま使5とこびりついてとれにくくなります。 


A ミ主意 

必ず電源を切り、本体げ十分にをえたことを確かめてか5行ってください。 


〇ベンジン、シンナー、みびさおは使用しないでください。 
〇吸’排気カバーに水び入らないよ5、ごを意ください。 




吸•排気 カバー 


0 トッププレート 
〇 プレートワク 

@ グリル 



e 前面表示部*パネル操作部 


天ぷ5鍋咐属品) 


1 薄めた台所用洗剤（中性）とお湯で巧ラ。 

参たわしやみびさお（クレンヴー）は使用しないで 
<ださい。 

2 鍋底や外側の異物やちれをとる。 

♦ちれびこびりついたまま使5と、油温を正しく 
コント□ールでさないことびあ0ます。またトツ 
フフレートびミちれます。 


3ない終わった5水気を 
切り、乾いた5内側に 
軽く食用油をめる。 

•洗ったままにしておくとさびる場合びあります。 
※天ぷら鍋に同個の説明書をよく読んでご使用く 
ださい。 

♦鍋底がそってさたり、変形した場合は使用しな 
いで<ださい。お買い上げの販売店でお買いホ 
めくださし、。 【-► p . s 〕 



〇 吸•排気カバ— 

■本体か5吸•排気カバーを外し、薄めた台所 
用洗剤（中性）とスポンジで洗ラ。 

〇たわしやみびさ粉は使わないで < ださし、。 

〇お手入れ後は、水気をふさとり必ず本体にセットし 
て < ださし、。 

〇ちれて目詰まりしたまま使うと、通電を停止したり、 
グ U ル使用中にグ U ルドアから煙びちれたりする場 
合びあります。 

0 前面表示部•パネル操作部 • 
上面操作部•表示窓 

■やわ5かいなでふく。 

〇ちれびひどいときは台所用洗剤（中性）を巧に直接つ 
けてみさとり、をラー度絞ったふさん、乾いたふさん 
の順で&さとってください。 

〇水にめらさないでください。故障の原因になります。 


0 トッププレート 

■絞ったふきんでよくふきとり、その後乾いたふきんで 
か5ぶきする。 

〇煮こぼれなどは、そのままにしてお<とこび0ついて取れなくな 
ります。ご使用のたび、こまめにお手入れしてください。 

故障の原因になります。 



■汚れげひどいときは台所用洗剤（中性）を巧に直接つけ 
てふきとり、ちラー度絞ったふきん、乾いたふきんの 
順でふきとる。 

※酸性•アルカ U 性の強い洗剤（漂白剤、住宅用合成洗剤など）は 
使わないでください。（トッフプレート.プレートワクの変色の 
原因になります。） 

〇落ちにくい巧れは、をえてからトッププレート専用ク U —ナーや 
ク I 」ームクレンヴーなどを丸めたラップにつけてこすりとる。 




《ドライバーなど先の鋭いちのや目の粗いみびさ粉、は、トッププレートを傷つけるので使わないでください。 


煮こぼれびこびりついてしまったときは 



別売品 


トッププレート専用クリーナー 


♦トップフレートのミちれをおとし、光沢をだし、ふ 
さこぼれによるミちれや焦げつさを巧えます。 

品名：ガラスク U - ナー 
型式： HT - K 1 i | 引 

希望ル売価格：1,470円 1 

(税抜1,400円） - 

20□己年8月現在 ，-一 M !: 

※お買い上げの販売店にご相談ください。 

希望ル売価格は価格改定に伴い変更する場合びあります。 


〇 プレートワク (ステンレス製） 

■絞ったふさんでよ<ふさとり、その後乾いたふさんでか5ぶさする。 

■こびりついたちれはクリームクレンザーなどか量を丸めたラップにつけてこすりとる。 

〇ステンレスの筋（横方向）にそってこすってください。縦方向にこすると傷つくことびあります。 


お願し、 

しよラゆなどの調味料をこぼした5すぐにふ 
き取ってください。 

放置すると'汚れあとび残ることびあります。 

吸 • 排気カバーの下の油ちれらこまめにお手 
入れしてください。 













































お手入れ（つづき) 


0 グリル 


グリルドア.受皿の取り外しかた、取り付けかた 


◎取りがしかた 


◎取り付けかた 



①とってを両手でしっかり 
持ちゆっくり止まるまで 
引さ出ず。 

※受皿内の油等びこぼれない 
よラを意してください。 


⑨焼網と受皿をがず S 

焼網 


支え部 



③とっての下側に手を回し、グリルドアパネを軽 
く引さ下げる。 


グリル 



※グリルドアバネを押さえずに無理に外すとグ U ルドア 
が破損したり、変形することびあります。 


①左ち2ケのツメを 
グリルドアの角巧 
部に斜め下より差 
し込む。 


グ1」ルドア 



角巧部 


②グリルドアを手でささえ、 
図のようにはめ込む。 

※カチッと音びしてグ I 」ル 
ドアび固定されます。 



③受皿と焼網をのせる。 

〇焼網は支え部をグ U ルの手前にしてのせてください。 
※のせる向をを逆にすると、本体に取り付け日れません。 




④グリルドアを本体側に倒ず 
ようにし、左ち2ケのツメ 
をがず。 

グ U ルドア 


レール 


④グリルドアはフロント 
グリルに密着ずるまで 
巧ず。 



フ〇ント 
グリル 


脂や汁がたまっている受皿の取り外しかた 


①脂や汁がたまっている受皿の両側をしっかり ②受皿の脂や汁びこぼれないよラにゆっくり持 

持ち、ゆっくりこぼれないように90度に回転 ち上げて外してください。 

させまず。 




焼網 


受皿 


グ U ルドア 


グリルドアのお手入れ 


■薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

〇たねし-みびさおは使用しないでください。（表面を傷つけます。） 

〇グリルドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥機には入れないでくださし、。 
(樹脂部び変形します。） 



グ U ルドア 


受皿-焼網のお手入れ 


■薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで巧う。 

※受皿-焼網のフッ素加工を傷めないでください。 

〇金属製のたねし-スポンジのナイ□ン面でこすらないでください。 

フッ素コートに傷び付いたりはびれたりすることびあります。 

また受皿の裏面を傷つけます。 

〇ご使用の度にお手入れしてください。 

ちれびこびりつくと調理物び取りにくくなることがあります。 

〇受皿•焼網は消耗品です。フッ素加工びいたんだ場合は、お買い上げの 
販売店でお買いホめください。 (^ P .8 ~l 



焼網 


受皿 



グリル庫内のお手入れ 


I グリルクリーニングをご使用ください。グリル庫内の油ちれを乾燥させ、においを軽減するこ 
とができます。 


■途中で終了する場合は、 


曲/沿-卜 


キーを巧してください。 


参受皿と焼網はセツトしないでください。 

受皿と焼網のフツ素加工び傷みます。 

♦洗って水気をふきとったグ U ルドアをセツトし、迎キー 
を押した後、 M キーを巧してください。（グ U ル庫内を高 
めの温度で自動コント□ー ルします。） 

※約] 0分で自動的に終了し、通電を停止します。 

※においを軽減しますび、'汚れを除去することはできません。 
※グ U ル庫内に落ちた食品カスなどは、手袋をするなどし 
てグリル庫内びをえてから取り除いてください。（グ1」ル 
庫内には金属部び数多くあり十分注意してください。） 



※クリーニング中はグリル庫内の油を焼さ切るため煙び 
出る場合びあります。必ず換気扇を使用してください。 


お手入れ 
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知っておいていただをたいこと 


鍋底の直径びルさかつ 
たり、鍋底びそってい 
る鍋は乂力び弱<なる 
ことびあります。 


◊ホー□-製やステンレス製の鍋については鍋底の直径び左’ちヒーターの 
場合は12〜吕 6 cm のもの、中央ヒーターの場合は1吕〜吕 0 cm のをので、 
鍋底の反りび 3 mm け下のちのをご使用ください。 


±鍋やガラス鍋、直乂 
用魚焼さ器は使わない。 


◊ riH で使える」と表示している±鍋やガラス鍋、直火用魚焼さ器などでも、 
お状によっては本製品び故障したり、鍋び割れたりする場合びあります 
ので使わないでください。 


自動炊飯や保温動作中 
に鍋をおろしてち表示 
窓に r 鍋確認」と表示さ 
れない場合びあります。 


◊自動炊飯やな温は火力を自動的に調節します。火力び0(ゼ UW になって 
いるとさに鍋をおろしてを r 鍋確認」を表示しません。自動炊飯を途中で 
中止する場合や保温を終了する場合は、上面操作部の切/スタートキーを 
押して通電を停止してください。 


故障かなと思った 5 r 修理を依頼される前に;欠の点 

をちラー度お調べください。 



通電しない。 ◎専用回路のブレーカーが切れていませんか。 

►ブレーカーを入れてください。 

◎電源が切れていませんか。（電源ランプが消えている。） 

►電源を入れてください。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してください。 

• 電源ランプび点灯します。 

※ヒーターを約4己分通電しないと待機時消費電カオフ機能び働さ、自 
動的に電源を切0ます。 

◎チャイルド□ックび設定されていませんか。 

►チャイルド□ックを解除してくださし、。 t > P .9 1 


液晶表示の乂 カバーび 
交互に点灯し、約30秒 
後に消灯した。 

(小物検知自動停止機能、 
綱無し自動停止機能） 


◎鍋をヒーターの中央に置いていまずか。 


◎使えない鍋を置いていませんか。 (-» P .12 ) 
►•使える鍋を置いてください。 


liiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 1 

高温を意銅確詔 

1 ‘ 

n 

♦ 

1 ... 1 


1 1111111111111111111111111 1 

高温を意調確認 

1 1 

ri 


約3□秒後 


ブヴーび鳴り、液晶表示び消え、通電を停止します。 

※図は火力「7」で使用した場合。 

※付属の天ぷら鍋で確認してち同じ場合はお買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。 


炒めちのなどを行ラと 
左•ち-中央ヒーター 
の乂力び弱くなる。 


◎炒めちのなどを行ラと、鍋底温度が上びり、自動的に义力をコン 
トロールずる場合がありまず。温度び下がると自動的に义力が 
強くなるので、そのままご使用ください。 


使用途中に ヒーターの 
通電び停止した。 

(切り忘れ防止自動停 
止機能） 


◎切り忘れ防止自動停止機能び働いていまず。 

さヒーターに一定時間経過すると自動的に通電を停止する、切り忘れ防 
止自動停止機能び設けられています。 

• ち’も•中央ヒーターは操作を約4己分 
•グリル（手動調理）は約30分 

切0忘れ防止自動停止機能び働いた時はブヴーでお知らせします。 

再度、通電を開始してください。 


知つておいていたださたいこと/故障かなと思つたら 
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故障かなと思った 5 (つづさ) 



使用途中に停電になっ ◎通電中のヒーターは停止し、タイマーも取り消されまず。 

た。 ◎電源を入れ、もう一度操作を初めか 5 行ってください。 

• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで押してくださし、。 

•電源ランプび点なします。 


左•ち•中央 ヒーターで 
の調理に時間びかかる。 
調理のでさあびりび遅 
し、。 


◎鍋底に異物び付着していたり、トッププレートが巧れていませ 
んか。 

► 鍋やトッププレートのお手入れをしてご使用ください。 


◎使える鍋を使用していまずか。 如. に) 

► 使える鍋を使用してください。 


電源を切ってち 
音びする。 


◎本体内部のを却のために、ファンが最大2分間回ることがあり 
まず。異常ではありません。 

自動的にフアンは止まります。 


左•ち•中央ヒーター使 
用中に鍋から音びする。 


◎鍋底び薄い鍋やを層鍋、ホーローの密着び良くない鉄ホーローな 
ど鍋の種類によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン 
音、キユーン音）び発生ずることがありまず。また鍋のとってに振 
動を感じることびありまず。これは磁力線により鍋自体が振動ず 
るためで、異常ではありません。 


•鍋の位置をずらしたり、置き直したりすると音び止まることびあります。 
•左•ち’中央ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理 
中に巧鳴音 r キーン」や r キューン」という音がしますび、これも磁力線 
により鍋び振動するためで異常ではありません。 


表 TJX 窓の;夜晶か黒ぐ 
なった。 


◎表示窓の上に熱い鍋などを置くと液晶び黒くなることがありま 
ずび、しば 5 くが置ずるともとにもどりまず。 

※表お窓の上に熱い鍋などを置かないでください。 


液晶表示に 「 M 」 び表示 

◎パネル操作部のグリルの切/スタートキーとタイマーキーを同 

されたままでヒーター 

時に 3 秒な上押してください。 

に通電しない。 

• ブヴーび鳴り 「 M 」 び消巧します。 











グ U ルの gf 寅カバーか .|詞さ時に吸•が奇でパーか5出る水哀巧などが田面につを水巧 

み出; ■—•'K 窓 S び壁面に &^ん》ど "caigts 了く； Efi い。 

結舊することびある。 


グ U ル謂巧中.塵巧で 
瞬間的に炎びでさた D , 
巧-お気カバーから煙 
が出る。 


，;’魚のおなどびヒーターの上に且接 S ちると.度巧的におや度ぴ 
出ることが友0まず.再巧では E0 ません。 


:'角の庭などび S 皿に否ちると.巧巧のに垣が出ることがあ D ま 
ず。 S ちでは友りません。 


:|贸坦を巧めてしば百くの巧.前回の巧巧でヒーターについた旧 
fit 加がされて，においや巧びおることがお0まず。異巧では® 
0まはん。 


グ U ル調理隨了を.夕 0巧3巧了を.ヒーターのクリーニングのにめ.下ヒーターと« 

ノマ-表示部に,-•表 巧加な巧ヒーター、フアンび适ちします，（巧5分即 

をび出て、扱-が気力 
バーひ日巧 風び 出る。 


レンジフードが回5なし、。 

く レジ5 口ード風 システム 佛》) 


.’IIを«巧またはを (1 ぜな巧 n ていませんか。 

►クッキンヴピーターのを宿西-レン y フードの S 信®を病唐してくだ 
レンジフードの取苗お巧■有ち0せてご*<ださし、） 


ごし k (レン: 

P»R33 ' 


:送信留に巧などを！ B いていませんか。_ 

►巧などを迅 S 曲び百坦り除いて<だごし、 1*9.33 ] 


:"を11部の上にフライバンなどのとつて®巧けてし1ません石、。 
►つライバンなどのとつての巧さをおをてくだでい.[- »P.33~] 


クッキングヒーターの 
ヒーターまたはグリル 
の通里を停止してち、 
レンジフードび止まら 
饥、。 


〇レンジつードはクッキングヒーターずぺてのヒーターとブ UI レの® 
まち序止してち巧3夕团回0ます。 

►でく•にレンジつ一巧止め;；し巧るはレンジフード切キーを巧してくだごしん 

◎クッキンクヒーターの U ず打ひのヒーターまたはグ U ルの苗巧 
モしているとレンジフードは止まりません。 

►とめる巧音は，レンジフード切午一を押して<ださい， 


故障かなと思った 5 (つづさ) 

自動炊飯について 



炊さ上びったごはんび 
かたすざる/おび残る。 

◎米の量、水の量をまちがっていませんか。 

►正しくはかってください。 {- >9.20 ] 


◎げく前に米を浸していまずか。 

► 通常30分し i (上、を場は1時間け上浸してください。 


◎お湯を使用していませんか。 

►•お湯を使用するとおび残ります。 


炊さ上びったごはんび 
やわらかい。 

◎洗米後によく水を切っていまずか。充分に水を切5ないと炊飯 
時の水量がをくなりまず。 

►•米を研いだあとは、ヴルに上げて充分に水切りをしてください。 


◎炊飯後にふたをしたままおいていませんか。湯気び露となって 
落ち、ごはんがベちゃつきまず。 

►通電び終了したら、すぐにふたを開け、全体をほぐしてホ分な水分を 
逃びしてください。 

►ふたをしておくとさは、乾いたふさんをかけてからふたをしてくださし、。 


ごはんび 

焦げる、こびり付く。 

◎炊飯に適さない鍋を使ラと、ごはんが焦げついたり、こびり付 
きやすくなりまず。（ラず手の鍋、ホー □- 鍋など） 

►おず 国り 問 1 国 招間。り問 1 マーク付きで底の厚さ1.已 mml ； ■(上の鍋を 
お使いください。 (- > P .12 ] 


◎無洗米は、焦げやずくなりまず。 

►残り10分でヒーターを切り、鍋をヒーターから外して蒸らしてください。 

• こびり付く場合は、めれたふさんの上に置いて蒸らすと抑えられます。 


ごはんび 
炊けていない。 


◎設定をまちがえていませんか。 

► 巧飯キーを使い、米の量に合わせてカツプ数を正しく合わせてくださし、。 


自動炊飯のカップ数を 
まちびえた。 

◎已分 1 U 内であれば、切/スタートキーで一度通電を停止し、再操作 
でさまず。 


◎已分な上たつと、自動では炊けません。 

► 火力調節して炊いてください。 

沸と5まで火力 「4」、 蒸気び出たら火力 「1」 （約1已分） 

-* ■ヒーターを切って蒸らす。 


表示窓の液晶表示に次の表示がでたとき 


. 表示とお知らせ内容 

確認ずるところ 

_ J 

■ 

^ . 



广 <ご广ごご 

I しん II しご L I 

揚げもの温度コント□ールを使用し 
た己、を•ちヒーターの液晶表ちび 
ホぐ点なずる。 


参専用の天ぷら銷の底に吕 mm な上^ 
のそりびあったり変形しています。> 
参専巧の天ぷら絹の底ゃトッププレー 
卜に異物やちれび付着している。 


参そりや変形びある場合は新しい鍋 
をご購入ください。 如. 8 1 
♦異物や巧れの場合はお手入れを 
してご使用ください。 


IH 间 IH 則 I が间 

を•ち•中央ヒーター使用時、液晶表 
おびホく点巧ずる。 


♦吸’排気カバーにほこりびたまつ 
ています。 

♦吸’排気カノ く一びふさびれてしほす。 



参ほこ0をふさとって < ださし、。 

如. 3。 

参ふさびないで < ださい。 


hi 巧惕の ]I が,つ 


を•ち•中央ヒーター使用時、液晶表 
示びホく点なずる。 


参鍋の種類び違っています。 



♦鍋の種類を確認して < ださし、。 

Op.12 つ 


こ& 1 

♦電源電圧び異常に高い場合やほ 


♦お買い上げの販売店にご連絡< 

液晶表示びホく点'打ずる。 

し''場 口。 

r 

ださし、。 


表示げ出たときは ••• 

①03、 D 2] 、旺逗]、旺 E の表おび出たときは左ヒーターの切/スタートキーを巧す。 

③〇_1| 、 02、区兰留、区と?]の表志び出たときはちヒーターの切/スタートキーを巧す。 

感 に互]]、因ろ 5] 、区のの表示び出たとさは中央ヒーターの切/スタートキーを押す。 

※①、③、③の操作をすると表示び消えます。再度通電を行い、同じ表示び出たら、お買い上げの販売店または工事店にご連絡 
<ださし)。 


ノ ネル操作部の表示窓に次の表示がでたとき 


. 表示とお知らせ内容 

確認ずるところ 

_ J 

■ 

^ . 



参通電したまま連続して魚を焼い 
た場合。 


► 参いったん通電を切り、グ U ル庫内 
の温度を下げてから、次の調理物 
を入れる。 



参電源電圧び異當に高い場合や低 
し、場 口。 


► ♦お買い上げの販売店にご連絡< 
ださし、。 


表示が出たときは ••• 

① I 、 I 、 I の表志び出たときはグ U ルの切/スタートキーを押す。 
※①の操作をすると表おび消えます。再度通電を行い、同じ表おび出た 
ら、お買い上げの販売店または工事店にご連絡ください。 


※表示窓ゃノ ネル操作部の液晶表 
おに上記がの表示がでたとき 
は、お買い上げの販売店または 
工事店にご連絡ください。 
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